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6
月
の
第
3
週
か
ら
第
4
週
に
わ

た
り
町
内
の
各
小
学
校
で
プ
ー
ル
開

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
渡
小
学
校
で
は
、
こ
の
行
事
が

授
業
参
観
と
な
り
、
お
母
さ
ん
た
ち

は
わ
が
子
の
姿
に
ニ
ッ
コ
リ
。

浅
木
小
学
校
で
は
、
全
校
生
徒
参

加
の
プ
ー
ル
開
き
の
後
、
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
一
年
生
が
初
泳
ぎ
。

島
門
小
学
校
で
は
、
あ
い
に
く
の

天
気
で
入
水
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
「
明
日
か
ら
泳
ぐ
ぞ
I
L
と
元
気

な声。
さ
あ
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
／

み
ん
な
、
先
生
の
注
意
を
良
く
聞
い

て
準
備
運
動
も
忘
れ
ず
に
泳
ご
う
ネ
。

は
く
忙
ち
、
わ
忙
し
忙
ち
の
夏

町
内
各
小
学
校
で
プ
ー
ル
開
き
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7
月
2
6
日
亘
は
議
院
聾
通

常
選
挙
の
投
票
日
で
享

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
に
は
、
投
票
入
場
券

を
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

満
2
0
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
選
挙

権
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
投
票
す
る

に
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人
で
す
。

①
昭
和
〃
年
7
月
物
日
ま
で
に
生
ま
れ

た人。

③
平
成
4
年
4
月
7
日
ま
で
に
転
入
届

を
し
て
、
引
き
続
き
遠
賀
町
内
に
住

所
が
あ
り
、
住
民
韮
本
台
態
（
住
民

粟
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

ま
た
、
投
票
入
場
券
を
7
月
1
0
日
（
金
）

か
ら
1
月
1
5
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。
も
し
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い。

ま
た
入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
、
投

票
日
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
枝
葉
所
の

係
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行

し
ま
す
。

●
入
場
券
は
、
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
三
人

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
所
へ
行
く

前
に
、
必
ず
各
自
の
も
の
を
切
り
取
っ

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
投
票
は
、
参
議
院
福
岡

県
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
の
二
つ
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

7
月
7
日
以
降
に

町
内
転
居
す
る
皆
さ
ん
へ

今
回
の
通
常
選
挙
は
、
1
月
1
日
現

在
の
投
票
区
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
7
月
1
日
以
降
に
届
出
た
町

内
転
居
者
は
、
従
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
7
月
2
4
日

ま
で
に
配
布
し
ま
す
。

選
挙
公
報
は
、
1
月
独
白
（
金
）
ま

で
に
配
布
し
ま
す
。
も
し
配
布
さ
れ
な

い
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
内
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
室
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

当
日
、
投
票
で
き
な
い
人
は

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
7
月
2
5
日
ま
で
）

不
在
者
投
票
で
き
る
期
間
は
、
7
月

筋
目
（
土
）
ま
で
の
毎
日
午
前
8
時
0
0

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

な
お
不
在
者
投
票
で
き
る
人
は
、
次

の
よ
う
な
場
合
で
す
。

●
や
む
を
得
な
い
用
務
、
ま
た
は
事
故

の
た
め
、
町
外
に
滞
在
中
の
と
き

●
病
気
や
け
が
、
妊
娠
、
出
産
、
老
衰

身
体
障
害
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く

困
難
な
と
き
（
町
内
の
病
院
に
入
院

中
で
あ
っ
て
も
歩
行
で
き
る
場
合
は

除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
町
外
の
病
院

の
場
合
は
歩
行
で
さ
て
も
、
不
在
者

枝
葉
は
で
き
ま
す
）

●
遠
賀
郡
外
に
転
出
後
、
4
カ
月
を
経

過
し
て
い
な
い
と
き
（
転
出
後
4
カ

月
は
、
前
住
所
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
前
住
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
ま

た
、
不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す
）



′あなたの投票区
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第1技票区 �第1殺某所 �島津、若松、鬼津、尾崎、田圃、松ノ本、 
別府の一部（緑光苑等）、広渡の一部（造言） 

（第2投票区 i �第2穀某所 �広澤（一都を除く）、遠費用、新町、中央、 
今古賀、旧偉、別府（一部を除く） 

：第3投票区 �第3投票所 �上別府、浅木、木寺、東和苑、老良、若葉台 

i第4投票区 �第4穀票所 �虫生津、東町、西町、芙蓉 

ヽ

福岡県くらしのアドバイザーの紹介

以前は、消費生活相談員と呼ばれていま

したが、今年度から「くらしのアドバイザ

ー」と名称が変わり、より身近に感じろよ

うになりました。本町にも2名のアドバイ

ザーがいて、皆様のご相談に応じています。

振り扱う柏駿の内容

①消費生活上の知識や技術などについての

相談

⑧質物相談……商品やサービスを適切に選

択するための相談および情報の提供

④苦情相談……商品やサービスが一録に期

待されている品質、機能などよりも劣り、

損失を受けた場合のあっせんなど。

1「ひとりで悩まないで

l　気軽くこ椙鼓して
ください」

市　場　美和子さん（鬼　津）
℡（293）4134

く「明るいくらしを守る
ためご綱駁承り
ます」

水　嶋　好　子さん（東和苑）
℡（293）4346

※アドバイザーの取り扱う苦情は消費生活

に関する具体的なものに限られています。

たとえば、生活に関するものであっても、

公害・交通・清掃・上下水道の問題などは

取り扱わないことにしています。

不
在
者
投
票
の
方
法

●
投
票
日
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
遠
賀
町

で
投
票
す
る
場
合

①
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
内
選
挙
管
理
委

員
会
専
務
室
（
2
階
第
3
会
議
室
）

で
投
票
し
ま
す
（
入
場
券
が
す
で
に

届
い
て
い
れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ

い。）
●
遠
賀
郡
外
の
市
町
村
に
滞
在
中
の
た

め
、
遠
賀
町
以
外
で
投
票
す
る
場
合

①
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
を
申
請
し
ま
す
（
由
話
用
紙
は
、

最
寄
り
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
あ
り
ま
す
）

③
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
の

で
き
ろ
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
た

場
合
に
は
、
投
票
用
紙
と
不
在
者
投

票
用
封
筒
、
不
在
者
投
票
証
明
蕾
な

ど
を
本
人
に
郵
送
し
ま
す
。

③
本
人
は
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
滞
在

し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
貝

会
に
行
っ
て
投
票
し
ま
す
（
不
在
者

投
票
証
明
書
を
開
封
し
た
り
、
投
票

用
紙
に
前
も
っ
て
記
入
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
）

④
投
票
が
終
わ
っ
た
投
票
用
紙
は
、
そ

の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
遠
賀
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は

証
明
書
が
必
要
で
す
。

自
宅
に
擾
た
ぎ
り
で
い
ろ
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
す
る
に
は
、
前
も

っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
遠
賀
町
選
挙
管
理

委
員
会
℡
2
9
3
局
1
2
3
4
番
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

公
職
選
挙
法
に
よ
り
処
罰
さ

れ
る
と
、
5
年
間
の
公
民
権

停
止
に
な
り
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附

●
国
会
議
員
が
地
元
か
ら
上
京
し
て
来

た
人
に
、
食
車
を
出
し
た
り
お
み
や

げ
を
持
た
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
処

罰
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
旅
費
や

宿
泊
費
を
出
す
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん

●
候
補
者
な
ど
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る

パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の
開
店
に
陳
し
、

花
諭
を
贈
呈
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す。
●
候
補
者
な
ど
が
匿
名
で
、
ま
た
は
妻

や
後
援
会
の
名
義
で
寄
附
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

●
候
補
者
な
ど
が
、
選
挙
区
内
の
人
に

対
し
て
お
み
や
げ
や
お
中
元
、
お
歳

暮
、
入
学
祝
、
出
産
祝
、
お
祭
り
な

ど
の
寄
附
、
餞
別
な
ど
を
贈
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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たつやすみの絵日記ほは、ことがかなLlネ

おとうさん！おかあさん！ネ工つれていってよ・・・・・・

親子参加の工場見学Iこ
行きませんか？

◇　真集人数　　各回30人

◇　応募資格　　県内在住者、

親子参加の場合は子供は小学校

高学年

（昨年参加者、「物価を考えろ」

通信講座受詣生を除く）

◇　応募締切り　7月31日（金）

◇　申込み問い合わせ

福岡県消費生活課物価流通係

℡092（641）3864

◇　日　程

第1回　8月25日（火）

九州乳業（株）

農業総合試験場

第2回　8月28日（金）

北九州青果（抹）

（珠）安川電機製作所

第3回　9月3日（木）

（珠）さかえ屋平垣工場

日本耐酸埋工業（樵）

第4回　9月8日（火）

タカ食品工業（株）

九州セラミックス工業（珠）
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学校教育課学校教育係

子　　　　美　　　葉　　　子

こんな仕事をしています

1．学校施設の管理に関すること

2．学校施設の計画営繕

3．教職員の業務に関すること

4．学級編成、指定統計、学校基
本調査

5．児童生徒の就学、区域外就学
および転出入に関すること

6．学校教科用図書に関すること

7．学校保健に関すること

8．幼稚園就園奨励賞に関すること

9．新入学児童の就学時健康診断

皆さんの声、作品を募集します。

広報おんがでは、皆さんからの声や

作品（絵・写真・蔚・川柳・イラスト
・4コママンガなど）を募集していま

す。作品をどしどしお寄せください。

＞あて先こ＝今古賀513　遠賀町役場企

画調整係「広報おんが」

ヽ

リバーピュアi［ONGA，92

●と　き＝7月銃口（日）10時30分

～15時

●ところ＝遠賀川御牧大橋上流2鳥

河川敷（水巻町側）

●水上イベント二二水上バイク・水上

スキー・ウインドサーフィン・カヌ

ーの模範演技

水上バイク・ヨットの体験試乗など

●陸上イベント＝大声大会、特産物

即売、バザー、クイズ、長靴投げ、

写生大会など

※問い合わせは、リバーピュアin

ONGA’92実行委員会

℡（645）6636

’92あしや夏まつり

7月24日（金）

20時～22時

7月25日（土）

18時30分～21時

および芦屋中学校

7月26日（自）

20時～21時30分

捕周辺）

8月9日（目）

ル」10時～21時

※問い合わせは、

つり実行委員会

℡（223）0501

「サンバ大会」

「ふるさと踊り」

芦屋町主要通路

芦屋町主要道路

「花火大会」

遠賀川河口（芦屋

「ビーチカーニパ

芦屋海水浴場
’92あしや夏ま

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
読
章
）

河
申
請
菖
選

自
問
自
答
し
っ
つ
庭
木
の
お
お
か
た
を

過
去
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大きくなれよ〃
町老人クラブが芋の苗を植えました

6月6日（土）の午前9時から町老人クラブの皆さんが、ふ

れあい農園（浅木）で芋の苗を植えました。今年は、昨年より

40人はど増え約詣0人が参加、前日の耐こよる土のぬかるみも

もろともせず手際よく作業を進めていました。「今年も幼稚園

保育園や育成会などから「芋を掘らせてください」との申し出

がすでに数件あっています。これは芋抱の際老人クラブの役員

が出て子供たちがケガをしないようにつきっきりで草刈りをし

たり、総合運動公園まで弁当を食べに連れていったりしてあげ

てるからでしょうね。」と会長の里山稜市さん。この日構えた芋

が大きくなって収稜時には子供たちやみんなの笑い声でいっぱ

いになればいいですね。

㌻霊薬豪勢∵i
！　　、＿

二転1こシ

＼むし　一言

きれいな公園つて気持ちいいね

衛生推進モデル地区に指定されている新町のバイパス下にあ

る新町公園は、いつ見ても雑草のないきれいな公園。これには

影の立役者、内田政子さん（68歳）がいました、毎年4月20日

頃から毎朝夜が明けろのを待って草取りを開始しお盆前まで続

け、今年で3年目。取材日の6月5日（金）は、あいにくの小

雨模様でしたが、ガマを片手に根こそぎ雑草を取りながら「自

分にも孫がいますし、子供たちに気持ち良く遊んでもらいたい

ですね。何より朝の空気が気持ちいいんです、おかげで病気ひ

とつしませんよ。」とあくまでひかえめは内田さん。きれいな公

園をありがとう！

b

まぢの

i＿竃聾重量

いよいよ漕艇シーズン
●九州朝日レガッタ
●第1回漕艇教室開催

6月6日（土）・7日（日）の両日
遠賀川漕艇場で第約回九州朝日レ
ガッタが開催され、熱戦の鑓レー
スが行われ、期待された、遠賀町
とびうめ、は最多の28艇が出場し
た一般男子舵手つきフォアで健闘
予選を楽々通過、しかし、決勝で
は優勝艇にわずか0秒60の僅差で
放れ惜しくも準優勝におわりまし
た。
また6月21日（白）には、漕艇
場と艇庫前で今年最初の漕艇教室
が開かれ10地区約30人が参加し熱
心に指導員の話に耳を傾けていま
した。今年の夏祭り水上カーニバ
ルも昨年同様、白熱したレース展

開が期待でさそうですよ。



崩－イス1両卜朝一ルス帥ト調1旧年Il

6月21日（日）コミュニティセンターでボーイスカウト遠賀

第2団、ガールスカウト福岡県第6団の発団10月密語念式典が

開催されました。両団は、ほとんどが遠賀町の住民で梧成され

ボーイスカウト24人、ガールスカウト32人で活動をおこなって

います。両団育成会長の今橋由助さん（遠賀川）はあいさつの

中で「青少年の健全育成Iおこれからの最大の課題です。両団
の活動を通して立派な大人になってもらいたい。」と語り、また、

第2団委員長の両神さん（別府）と第6団委員長の障内明子さ

ん（新町）は、それぞれ10年間のたくさんの思い出を振り返

り、懐かしそうに語っていました。遠賀園での餅つきや、町内

の蛮力ン拾いなど町のためにも一役かってきた両団。これから

も末永い活躍を期待しています。

梅雨空なんて吹っ飛ばせ

女子バレーボール大会開催
6月7日（日）午前9時から町民体育館と勤労
者体育センターの2会場で女子バレーボール
大会が閏催されました。当日は北部九州地方
の梅雨入りでしたが、両会場は、熱気むんむ
ん、1回戦で昨年の優勝チーム東和苑とあた
り僧赦した別府の秦伸子さんは「もう少しで
勝てたのに、くやしい－」と梅雨空も吹っ飛
びそうな勢いで悔しさを表現していました。
上位チームの順位は次のとおりです。

Aクラス　　　　　　　Bクラス
優　勝　虫生津　　　　優　勝　鬼　津
準優勝　東和苑　　　　準優勝　別　府

遠賀ロータリークラブ族杯争奪

少年剣道大会で準優勝

6月21日（日）水巻町民体育館で遠賀穏・中間
市内の小・中学生が参加して第12回遠賀ロー

タリークラブ族杯争奪少年剣道大会が行われ

ました。

大会の結果は次のとおりです。

♭小学生の部

準優勝　遠賀剣道教室A

D中学生の都

第3位　遠賀剣道教室A

圃
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みんなの願いごとが
かないますように′

七夕を前にした6月鮪日〔木）遠賀中央幼稚園から役場に七

夕の笹がプレゼントされました。当日は、園長先生と信行先生

の2人が「役場に飾ってください」と持って来られましたが、

たまたまお母さんと一緒に役揚Iこ来ていた、園児の藤岡擾弘く

んと久保団結衣ちゃんは、「ぼくたちが作った笹だ！」と大は

しゃぎでした。

願いごとを書いた、たんぎく、には「シンデレラになりたい

な」なんていう可愛いものや、「おじいちゃんのぴょうさがは

やくよくなりますように」といったやさしさいっぱいのものも

あり、早速役場のロビーに飾られました。みんなの願い革が早

くかなうといいね。
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福岡県職員採用試験
（初級）

●と　き＝9月27日（日）

●受験資格＝昭和44年4月2日から

昭和50年4月1日までに生まれた

人（ただし、大学における在学期

間が2年を超える人を除く）

●受付期間＝8月24日（月）～9月4

日（金）

●受付・問い合わせ＝福岡県人事委

員会事務局任用課（県庁3階）

℡092（641）3883

〆
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料導内

回国田園
①・e・⑲・⑲・o

20歳以上60歳未満のサラリーマンの奥さんで、こ主
人に扶養されている場合は、国民年金の第3号被保険
者です。
ただし、第3号被保険者と認められるには、届け出
が必要です。この届け出は、保険料の時効の関係で2
年以上さかのぼることができません。
届け出が遅れたり、怠ったULますと∴将来年金が
受けられなくなったりする場合がありますので、必ず
届け出を行ってくださLl。

なお、保険料は、こ主人が加入する厚生年金保険や
共済組合が制度全体として負担しますので、個別に納
める必要はありません。

また、第3号被保験吾の届け出後に、ご主人か退載
しなり、勤務先を変えたり、奥さんが就職したときな
どの場合も、その講座届け出か必要ですので注意して
ください。

「現況届」は年会を受けるための大切な手続きです

7月は、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けている
人が「現況届」を提出する月です。現況届は、年金を
受けている人が年1回、あなたや家族の所得と家族の
状況などを記入した届書を提出し、引き続き年金が受
けられるかどうかの確認を受ける大切な手続きです。

7月31日までに届け出を！忘れると年金がストップ

もし提出が遅れると、年金の支払いも遅れます。必
ず7月31日までに役場国保年金係に提出してくださ
いo

現況届の用紙は6月の支払通知書といっしょに 
送付しています。届け出には、この用紙と印鑑 
を必ず持ってきてください。 

お問い合わせは、住民課国保年金係℡（293）1234
まで。
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と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
　
象
＝
生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル
容
＝
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

金
＝
無
料

白
樫
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
6
月

的
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

7
月
鳩
目
か
ら
7
月
5
0
日
ま
で
に
実
施

さ
れ
る
地
区
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
1
月
1
6
日
（
木
）
　
　
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

（
尾
崎
公
民
館
）

●
1
月
2
0
日
（
月
）
　
　
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

（
兎
津
公
民
館
）

●
1
月
2
1
日
（
火
）
　
　
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

（
田
圃
公
民
館
）

●
1
月
2
2
日
（
水
）
　
　
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

（
松
の
本
公
民
館
）

●
7
月
2
3
日
（
木
）
　
　
9
時
～
n
時

1
3
時
～
1
5
時

（
根
の
本
公
民
館
）

●
7
月
0
0
目
（
木
）
　
　
9
時
～
日
時

1
3
時
～
臨
時

（
広
濃
公
民
館
）



鵠

平成4年度遠賀町職員採用試験
●採用予定入賞
一般事務職員　2人（採用予定人員は変更になる場合かあります。）

●要職資格

昭和39年4月2日から昭和50年4月1日までに生まれた人。

●賦∴∴照（第1次拭験）

と　き＝9月20日（日）午前10時から

ところ＝岡垣中学校（岡垣町大字野間）

内　容＝教義試験・適性検査

●受験手続

♭受付棚鵬＝8月1日から8月24日までに役場企画課人事係へ
※郵送の場合は速達で出してください。（8月23日消印有効）

昇用　　　♭申込方法＝申込用紙（人事係で交付します）に必要事項を記入のうえ、

太　　　　　写真（タテ6m×ココ4，500）を添えて（用紙に貼らずに）提出してく

琶　　※器諾謹驚誓つ椀て糊記の離用簡易書醐筒
♭要職裏の交付＝受験申込書を整理した場合は受験票を交付します。

●揺　　照

最終合格者は採用含絡名簿に登載し、必要に応じて採用します。

●館：i与

ミミ　初任給は、高校卒で13万4千円穏度・大学卒で16万円程度支給されま
㌻㌫請詣蒜議論蒜詰壷蒜詰：“｝－1…参上一幸
●申込み・廓い合わせ

〒811－43遠賀町大字今古賀513

遠賀町役場企画課人事係　℡（293）1234

人？ぅごき
平成4年6月末日現在（前月比〉

●世帯数　　　　●人　口

5，329（＋7）18，065（＋10）

●男…‥・8．615　●女……9．450

●転入………63　●転出………50

●出生・・i……10　●死亡………5

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役拗企画課（℡093－293－1234）印刷株式会社ペイジ

見
せ
て
く
だ
さ
い

君
の
や
る
気
〃

4
年
度
採
用

山
本
綾
子
（
産
業
課
）

軸 小嶋
〕

4
年
度
採
用

中
島
か
お
り
（
住
民
課
）

あ
な
た
の
や
り
が
い
〃
。
講
師
治
〈
税
璽
）

見
つ
け
て
く
だ
さ
い

西
目
回
国

▼
6
月
7
日
に
北
部
九
州
地
方
は
梅
雨

入
り
し
た
と
い
う
の
に
、
6
月
中
は
な

ん
と
な
く
雨
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す

お
か
げ
で
取
材
に
は
絶
好
の
日
よ
り
と

な
り
、
夏
休
み
開
け
の
子
供
た
ち
の
よ

う
に
ま
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

梅
雨
に
入
り
、
1
月
は
雨
の
日
が
多
く

な
り
そ
う
で
す
。
万
が
一
に
備
え
て
避

難
壕
所
な
ど
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
。

▼
「
暑
い
で
す
ね
」
が
あ
い
さ
つ
の
夏

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
夏
と
い
え
ば
プ

ー
ル
、
6
月
中
に
町
内
各
小
学
校
で
プ

ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
の
歓

声
に
目
を
細
め
つ
つ
取
材
を
し
ま
し

た
。
ど
の
小
学
校
で
も
先
生
の
話
の
中

で
、
「
水
に
は
、
充
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
当
に
皆
さ
ん
、
水
の
事
故
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
英
）


